
福祉・介護職員特定処遇改善加算について(特定処遇加算 見える化) 

 

社会福祉法人福岡市身体障害者福祉協会の福祉・介護職員の特定処遇改善加算（以下、特

定加算）における加算の取得状況及び賃金以外の処遇改善に関する具体的な取り組み内容

について情報公開しています。 

特定処遇改善加算とは 

 福祉・介護職員の処遇改善については、これまで多くの取り組みが行われてきましたが、

２０１９年度の介護報酬改定において「経験・技術のある障がい福祉人材に重点化しつつ、

職員の更なる処遇改善を行うとともに、障がい福祉人材の更なる処遇改善も行うことがで

きる柔軟な運用をもとめることとした制度」が発足されました。 

 これにより職員の確保・定着につなげていくため、現行の処遇改善加算に加え、特定処遇

改善加算が新たに創設されることとなりました。 

 

１．特定加算の取得状況 

事業所名（サービス名） 取得状況 

ピアサポートふくおか南センター （居宅介護） 特定加算Ⅰ 

ピアサポートふくおか南センター （重度訪問介護） 特定加算Ⅱ 

ピアサポートふくおか南センター （同行援護） 特定加算Ⅰ 

ぴあすまいる東センター     （生活介護） 特定加算Ⅰ 

ぴあすまいる東センター     （短期入所：単独型） 区分なし 

ぴあすまいる西センター     （生活介護） 特定加算Ⅰ 

ぴあすまいる西センター     （短期入所：単独型） 区分なし 

清水ワークプラザ        （就労移行支援） 特定加算Ⅰ 

清水ワークプラザ        （就労継続支援Ｂ型） 特定加算Ⅰ 

 

２．賃金改善以外で取り組んでいる処遇改善の内容 

分類 職場環境要件 当法人の取り組み 

資質の向上  働きながら介護福祉士等の資格取得を目指す者に

対する実務者研修受講支援や、より専門性の高い支

援技術を取得しようとする者に対する喀痰吸引研

修、強度行動障害支援者養成研修、サービス提供責任

者研修、中堅職員に対するマネジメント研修の受講

支援（研修受講時の他の福祉・介護職員の負担軽減す

るための代替え職員確保を含む） 

法人外研修（喀痰吸引

研修、強度行動障害支援

者養成研修など）の参加

費用を法人が負担して

おり、研修扱いとなるた

め、業務内で受講するこ

とが可能。 

研修の受講やキャリア段位制度と人事制度との連動  職員の経験年数（キャ

リアに応じて）で各種研

修の受講に取り組んで

いる。 



労働環境・

処遇の改善 

ミーティング等による職場内コミュニケーション

の円滑化による個々の介護職員の気づきを踏まえた

勤務環境やケア内容の改善 

 朝礼、終礼（ミーテ

ィング）を実施し支援

内容や気づきを積極的

に発信し支援に反映を

行っている。 

事故・トラブルへの対応マニュアル等の作成によ

る責任の所在の明確化 

 ヒヤリハット報告書

や事故報告書等を作成

し原因分析及び改善を

都度実施している。 

健康診断・こころの健康等の健康管理面の強化、職

員休憩室・分煙スペース等の整備 

 健康診断、各種相談

窓口の開設（周知）を

はじめ、敷地内全面禁

煙を実施し健康への配

慮を行っている。 

その他 障がいを有する者でも働きやすい職場環境構築や

勤務シフト配慮 

 障がい状況に配慮し

職場環境の改善を行っ

ている。 

非正規職員から正規職員への転換  職員個人の働き方を

尊重しつつ、正規職員

への転換を実施してい

る。 

 職員の増員による業務負担の軽減  職員への業務負担を

減らすため、専門職員

（運転専従職員等）を

増員し日々の業務負担

を軽減している。 

 


